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はじめに： 毒性がなく資源豊富な材料からなるシリサイド半導体は環境を考慮した新しい材料

として注目されており，Mg2Siは環境に優しい熱電材料として注目されている．一方，低次元材料

ではバルク材料にはない特異な特性が発現することからその開発とデバイスへの応用が期待され

ている．これまでSiナノシート束をCaSi2よりCaを脱離する事により作製してきた[1]．また、閉管

容器内にてMgCl2を用いた熱処理によるMg2Si/Siナノシート束の作製が報告されている[2]．本研究

では，真空中にてMgCl2，及びMg金属を用いた熱処理によりMg2Siナノシート束を作製し微細構造

を評価した． 

実験：Ar雰囲気中にて石英管にCaSi2と乾燥雰囲気中にて保存したMgCl2，及びMg金属の混合粉末

を充填した．続いて10-5 torr以下の真空中にて，600℃にて30~120分間保持した後，室温まで自然冷

却させた．生成したナノシート束をエタノールで洗浄した後，乾燥させた．生成したナノシート

束をFE-SEM，EDS，XRD及びFTIRにより評価した． 

結果：Fig. 1に作製したナノシート束のSEM像を示す．見かけ上凝集したナノシートが空間を介し

て束状に積層した構造が観察された．Fig. 2に作製したナノシート束のXRDスペクトルを示す． 

120分の熱処理をした場合，Mg2Si、Siに起因する回折ピークがみられたのに対し，30分の熱処理を

することでMg2Siに起因する回折ピークのみがみられMg2Siからなるナノシート束が生成されてい

る事が確認された．当日には，より詳細な構造評価の結果を示すとともに，ナノ構造が生成され

る生成メカニズムを考察する予定である． 
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Fig. 2 XRD spectra of the 

synthesized nanosheet bundles 

thermally treated for (a) 30 min 
and (b) 120 min. 

 

Fig. 1 SEM image of the synthesized nanosheet 

bundles thermally treated for 30 min. 
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